
 

男女共同参画週間講座 

「平和と女性 ～地球より重い たったひとつのあなたの命～」 

平成 30年７月 19日に、文化センターにおいて歌手 川本 三栄子さんによる講演が開催されました。 

講談、浪曲、歌を交えながら、命の大切さとこれまでの、そしてこれからの女性の生き方についてお話

しされました。 

講談の演目は歴史上の男性の人物ばかりで女性の話

がないとのことで、「奈良講談」を立ち上げ、歴史上の

女性についての講談を行われています。 

今回は、「光明皇后 千人の垢流し」と題して、聖武天

皇の后、光明皇后が貧しい人や病気の人を助けるため

に、慈悲の心をもって尽力したお話をされました。 

戦争の悲惨さ、そして戦後復興に向かう姿を歌う

浪曲「長崎の鐘」を感情を込めて朗々と歌われま

した。 

参加者の方からは、 

・「命、平和と女性、戦争」のテーマと歌とトーク、講談がぴったりだった。 

・初めて生の講談を聞いて感激した。歌謡浪曲もよかった。 

・初めて講談というものを聞かせて頂きました。歴史が好きになるような気がします。 

・一人ひとりが思いやることこそ平和への根源を学ばされました。ありがとうございました。 

・歌に感情が込められ、時代の思いが心からの願いが 

感じられ感激しました。 

などの声をいただきました。 

母や妻としての女性に関する歌を、歌詞の意味を

説明しながら歌われました。 


